
植込みが遅くなっていたら、
心臓にさらに負担をかけて悪化していたかもしれないと思うと、
治療を受けられたのは本当にありがたいことです。
孫と過ごす時間も、大きな励みになっています。
自分が走り方を教えた子がスポーツの日本代表選手になって、
世界大会で入賞する姿まで見ることができたんです。
日本代表のユニフォームを着せてもらったときは、
生きていて良かったと心から思いました。
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「心臓再同期療法」
について

あのときの気持ち、いまの気持ち

こちらから、患者さんの
体験談を動画でもご視聴
いただけます。



どのようなきっかけで診断を受けましたか？
今から30年程前、スイミングスクールの入会には健康診断書が必要とい
うことで病院へ行ったところ、心電図検査で異常を指摘されました。
趣味のフルマラソンのために水中トレーニングを始めるつもりでし
たし、当時は自覚症状もなかったので、大変驚きました。
すぐにカテーテル治療を二度受けることになり、その後も定期
的に検査へ通っていました。

CRTの植込みに不安はありましたか？
検査で心臓の動きが良くないと言われるものの、走り続けたいとい
う気持ちの大きさから手術を躊躇っていました。しかし、先生から「今は
マラソンを走ることさえ危ないかもしれない」と言われるようになった頃、息苦しさなどの心不全
の症状も現れはじめたんです。治療を受けて症状が悪くなるはずはないと理解していたので、
植込みそのものへの恐怖や抵抗はありませんでした。

植込み後の生活はいかがですか？

CRTを入れて数年が経ちますが、トラブル等なく、体調も安定しています。今までなかったものが
体内に入っているので、違和感がある程度です。手術後の運転できない期間によく歩くようにな
り、今でも心拍数を見ながら長距離を歩いています。無理は禁物ですが、時間をかけてまた走れ
るようになれば嬉しいですね。
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